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した上で（2.10-12）、義務教育終了までに到達すべき要件として、概念（Key Concepts）、価値観・心構え（Values and 



















































































































































































































































₆　19世紀後半から20世紀初頭におけるアメリカ進歩主義教育における social efficiency の位置とその問題点については、差
し当たり、Callahan［1962］, Ravitch［2000=2008］, Fallace［2013］を参照。教育学者スネッデンとの social efficiency をめ
ぐる論争については、Wirth［1974］, Drost［1977］を参照。また『デモクラシーと教育』における social efficiency と social 
































































































やり取りを共有する能力」capacity to share in a give 
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